
ラ
イ
ト
レ
ッ
ド
、

オ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
を
混
ぜ
て
一
刷
し
た
ら
ん
樣
、
四
五

の
舶
艇
は
、
銀
灰
色
を
成
せ
る
海
水
と

の
對
照
的

に
、
雪

白

色

の
帆
を

觀
ぜ
し
も
、
鳴
呼
此

一
大
展
畫
！
―
―

よ
し
や
、
其
處

に
小
刀
細

工
的
何

　
等

の
奇
景
あ
ら
ず
と
も
。 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

岬
頭
は
、
峨
々
峻

劔
た
る

巖
石
の
絶
崖
、
屹
然
、
屏
風

の
如
く
直
下
數
丈

足
怖
慄
す
、
四
ッ
匐
ひ

し
て
可
成
降
下
し
、
岩
傳
ひ
に
凹
み
の
箇
處
を

幸

ひ
、
裾
然
。
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脚
下
は
波
浪
の

打
寄
せ
打
退
き
あ
る
刹
那
、
青
色
系
、
色
彩

の
極
美
を
發

揮
し
つ
ゝ
あ
り
、
ヲ

ル
ト
ラ

マ
リ
ン
、
イ
ン
ヂ
ゴ
、

ヱ
メ
ラ
ー
ド
グ
リ
ー

ン
、
フ
ー
カ
ー
ス

グ
リ

ー
ン
、
コ
バ
ル
ト
の
或
は
單
獨

、
或
は
混
色
に
。

北
面
す
れ
ば
、
足
跡
印
せ
し
梶
浦
、
安
東
浦
、
崎
浦
、
美
な
る
大
島
等
指

顧

の
間

に
集
り
、
涼
風
そ
ゞ
ろ

に
吹
き
來
り
て
四
方

の
熱
氣
を

一
掃
す
、

快
絶
壯
絶
、
到
底
凡
筆

の
べ
ミ
ユ
ラ
イ

ベ
ン
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
。

軈
て
此
仙
境
に
別
れ
を
告
げ
、
彼

の
石
佛
の
近
隣
に
て
、
東
尋
坊
と
の
告

別
と
て
、
荷
物
飮
料

の
悉
皆
を
飮

み
乾
し
き
、
三
國
港
は
間
も
あ
ら
ず
、

路
側
兩
傍
に
、
海
水
浴
舎

の
看
板
戸
毎
な
り
、
重
き
勞
足
を
引
摺
り
つ
ゝ
、

六
時
頃
葦
原

の
宿

へ
と
は
歸
舎
し
に
き
。
（完
）

 
 
 
 
大
坂
松
原
天
彩
畫
塾
新
年
會

天
彩
畫
塾
新
年
會

は
例
年

の
通
り
十
三
日
夜
、
先
生
の
宅
で
催

さ
れ
た
。

集

ま
る
者

二
十
餘
人
、
そ
れ
に
仲
居
さ
ん
が
二
人
加
は
つ
て
居
た
。

餘
興
。
第

一
に
は
高
木
君

の
琵
琶
と
あ
り
、
悲
壯

の
感

に
打
た
れ
た
と
で

も
言
ふ
の
か
皆
六
ヶ
敷
し

い
顔
し
て
聞

い
て
居
た
。
次
ほ
先
生
の
假
装
。

ツ
ケ
ヒ
ゲ
の
紳
士
が

シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
に
紋
附
と

い
ふ
御
英
姿
。
誰
や
ら
が

『
田
舎
の
名
譽

職
』
と
言
ふ
。
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

玩
具

の
太
鼓
が
鳴
り
出
す
、
三
味
線
と

一
所
に
カ
ナ
ダ
ラ
ヒ
を
た
ゝ
く

、

ま
る
で
天
神
祭
だ
。
そ
れ
か
ら
村
田
、
平
石
君
の
本
式

の
剱
舞
が
始
ま
る
。

長
谷
川
君
は

ハ
ナ
シ
だ
、
流
暢
で
少
し
も
淀
ま
な
い

と
こ
ろ
秀
逸
だ
ら
う
。

十
川
君
が
假
聲
を
、
お
や
り
な
さ
る
。
芝
居
を
見
な

い
人
に
は
分
ら
な

い

け
れ
ど
巧

い
の
だ
ら
う
。
安
達
、
高
橋
、
橋
本
君

の
二
〇
加
は
、
笑
は
ず

ん
ば

あ
る

べ
か
ら
ざ
る
も

の
で
大
喝
釆
。
榎
谷
君

の
英
語

の
唱
歌
は
唐
人

臭

い
毛
色

の
變

つ
た
も
の
。

鷲
尾
君
は
變
装
印
度
人
。
 

 

 
 

 
 

こ
れ
で

一
寸
餘
興
を
や
る
人
が
無
く
な
る
。
併
し
、
興
は
盡

き
な

い
と
見

え
て
今
度
は
、
跳
り
出
し
た
。
Ａ

君
は
顔

に
白
粉
塗
つ
て
カ
ヅ
ラ
を
冠

つ

て
鉢
巻
し
て
御
座

る
。
四
五
人
は
機
械
的
に
手
を
た
ゝ

い
て
、
歌
を
う
た

 
つ
て
居
る
。
活
動
寫
眞
的
に
跳
る
人
も
あ
る
。
中

々
の
盛
會
だ

つ
た
。

十
二
時
前
に
な
つ
た
と
き
Ｋ
君
が
、

君
が
代
を
う
た
つ
て
散
會
し
や
う
と

言

つ
た
ら
、
頼
り
な

い
聲
で
、
歌

ひ
出
し
た
。
こ
つ
ち
で
キ
ミ
ガ
ア
と
言

 
ふ
て
る
か
と
思

ふ
と
、
あ

つ
ち
で

サ
ザ

レ
ー
イ

シ
ノ
ー
と
や
つ
て
居
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

十
三
日
夜
　
 
Ｏ
Ｗ

生
）

■『小
豆
鳥
十
人
寫

生
紀
行
』
に
二
月
中

に
は
必
ず
發

行
に
相
な
る
べ
く
、

會
友
並
び
に
讀
者
諸
君
に
は
割
引

の
約
あ
り
、
詳
し
く
は

三
月
號
に
廣
告

可
致
候
間
御
含
み
ま
で
。 


